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	第二次世界大戦終結後、日本では「日本国憲法」が公布され、国連では世界人権宣言が採択されました。人類は、もう戦争はこりごりだと思ったのです。カトリック教会でも第二バチカン公会議（1962〜65）が開かれ、人々と共に歩む教会であることを世界に誓いました。しかし依然として世界は、経済格差、排外主義、民族・人種・性による差別、環境破壊などの問題を抱え、テロや武力攻撃などの暴力も後を絶ちません。現在、世界は、新型コロナウイルスという新たな問題にも直面しています。これらの問題を乗り越えるために、私たちは戦後75年間の日本と世界の歩みをもう一度振り返り、手を取りあい直し、未来の設計図を描き直す必要があるのではないでしょうか。

